
No

（１）全般的な内容に関すること

1

2

3

4

5

（２）一時避難場所の確保・グラウンドの整備に関すること

1

2

3

4

（３）医療機関の誘致に関すること

1

2

3

4

（４）東西方向の通路等の整備に関すること

1

2

3

4

（５）その他

1

2

3

4

一定の広さを持ったバスベイのような乗り継ぎポイントをつくっていきたい。具
体的な路線については、現在検討中である。

平常時の利便性の向上、災害時の避難経路として地域に必要なものと考えてい
る。

グラウンドの整備について、多用途を目指すのか。種目を絞っていくのか。

一般の車両を通すことは現在考えていない。

公共施設をはじめ医療施設についても建替えの時期にきていると認識している。

災害時の体制や感染症にも柔軟に対応でき、災害時の拠点となるようなものを想
定しており、クリニックモール的なものを考えているわけではない。

感染症対応が一定程度可能なレベルの病院を検討していきたい。

現状は必ずしも地域のグラウンドではないと感じており、今後の整備の中では
地域のためになるような視点での整備をお願いしたい。

これからの検討事項である。スポーツ関係者の意見を聞き、集約していきたい。

利用枠の縮小については、来年度に大沢野川グラウンドが復旧する予定となって
いることから、他の施設も含め、改めて市域全体でスポーツ施設の利用について
検討していきたいと考えている。

子どもたちのためにも建物よりもグラウンドを広くとって欲しい。

井口特設グラウンド土地利用構想に対する
主なご意見及び回答について

医療施設は、高齢社会の中でも地域に重要な施設と考えている。

現在、グラウンドとして有効利用されているため、医療の充実ではなく、グラ
ウンド・一時避難場所の充実を考えて欲しい。

グラウンドについては、暫定から恒久的な施設とし、必要な整備を実施していき
たい。

質問・意見の骨子 回答の骨子

売却からグラウンドが残るということは、大筋で賛成である。

防災訓練をはじめ、地域行事の実施時にグラウンドが利用できるとよい。

この構想（案）は白紙にしてほしい。

グラウンドが概ね半分になることによる影響と将来の見通しはどうか。

今後も近隣住民等の意見を聞きながら進めていく。

３つの基本的な方向性はいいと思うが、今後の具体的な検討段階でも示しても
らい我々の要望も聞いて欲しい。

グラウンドの一部が防災広場などで活用されれば在宅避難対策に有効だと思う。

敷地北側に建物が建設されることには反対である。

敷地南側にグラウンドを配置することで日当たりが確保できる。

バス乗り継ぎポイントはどのようなもので具体的にどことどこの路線を結ぶの
か。

グラウンドと医療施設が隣同士で両立するのか疑問である。

近くに病院はあるため、この場所に医療施設は必要ないと思う。

医療機関というのは、総合病院のようなものかクリニックモール的なものか。

医療施設の感染症対応については、どのレベルの感染症を想定しているのか。

東西通路について、基本的には車は通らない想定か。

北側住宅近くに東西通路は整備しないでほしい。

東西通路やバス乗り継ぎポイントなど地域にも配慮している点はよい。

東西通路の開通により人の行き来が増え、騒がしくなるのは望ましくない。


